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第143号

る
場
に
お
い
て
人
権
教
育・啓
発
を
普
及・浸

透
さ
せ
る
よ
う
、き
め
細
か
い
取
組
を
推
進

し
ま
す
。

二
、
あ
ら
ゆ
る
場
を
通
じ
た
人
権
教
育
・

　啓
発
の
推
進

　
学
校
や
家
庭
、職
場
、地
域
な
ど
、あ
ら
ゆ

る
場
を
通
じ
て
人
権
教
育・啓
発
を
行
い
、

年
齢
や
場
面
に
応
じ
た
教
育・啓
発
を
す
す

「
共
生
の
心
」
の
醸
成

　
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
違
い
を
尊
重

し
、
共
に
支
え
合
う
「
共
生
の
心
」
の

醸
成
に
努
め
ま
す
。

「
人
権
と
い
う
普
遍
的
な
文
化
」の
創
造

　
人
権
が
人
々
の
思
考
や
行
動
の
基
準

と
し
て
日
常
生
活
に
根
づ
き
、
次
の
世

代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
「
人
権
と
い
う
普
遍
的
な
文

化
」
の
創
造
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
本
市
が
取
り
組
む
べ
き
人
権
教
育
・
啓

発
の
基
本
的
な
方
向
を
定
め
、
そ
の
施
策

を
推
進
す
る
た
め
の
行
動
計
画
と
し
て
策

定
し
た
の
が「
出
雲
市
人
権
施
策
推
進
基

本
方
針
」で
す
。
基
本
方
針
は
、
市
で
実

施
す
る
諸
施
策
に
お
け
る
人
権
教
育
・
啓

発
分
野
に
係
る
基
本
的
な
指
針
と
な
る
も

の
で
す
。

　
市
で
は
、「
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
平

成
２０
年
３
月
に
基
本
方
針
を
策
定
、
平
成

２５
年
３
月
の
第
一
次
改
定
を
経
て
、
本
年

３
月
に
第
二
次
改
定
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
基
本
方
針
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

一
、
基
本
理
念

　
次
の
理
念
を
掲
げ
、こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
同
和
教
育
の
成
果
を
生
か
し
な
が

ら
、学
校
や
家
庭
、職
場
、地
域
な
ど
あ
ら
ゆ

出
雲
市
人
権
施
策
推
進
基
本
方
針
に
つ
い
て

「
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
差
別
や
偏
見
の
な
い

　
　
　明
る
く
住
み
よ
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
」
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め
、市
民
全
体
の
人
権
意
識
を
高
め
ま
す
。

学
校
等

　
一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
る
教
育

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
「
自
分
の
大

切
さ
と
共
に
他
の
人
の
大
切
さ
を
認
め

る
」
こ
と
の
で
き
る
幼
児
・
児
童
・
生

徒
を
育
成
し
ま
す
。

地
域
社
会

　
学
校
や
家
庭
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
に
い
た
る
幅
広

い
層
を
対
象
に
、
人
権
問
題
に
関
す
る

生
涯
を
通
じ
た
学
習
機
会
の
充
実
と
啓

発
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

家
　庭

　
家
族
が
人
権
問
題
を
正
し
く
理
解
し

て
子
ど
も
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
家
庭
の
教
育
力
向
上
の
支
援
に
努

め
ま
す
。

企
業
等

　
企
業
等
に
お
け
る
人
権
尊
重
に
関
す

る
自
主
的
な
取
組
を
促
進
す
る
た
め
、

関
係
機
関
と
連
携
し
啓
発
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

市
職
員
・
教
職
員
等

　
人
権
に
関
す
る
責
任
の
重
大
性
を
認

識
し
、
自
覚
と
使
命
感
を
も
っ
て
職
務

に
あ
た
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
い
て

も
推
進
者
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
、

人
権
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

三
、
重
要
課
題
へ
の
対
応

　
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
の
中
で
も
重
要

課
題
と
し
て
、同
和
問
題
、女
性
、子
ど
も
、

高
齢
者
、障
が
い
者
、外
国
人
、患
者
及
び

感
染
者
等
へ
の
施
策
の
基
本
的
方
向
を
示

　同和問題をはじめとするあらゆる人権問題の解決に向けて、人権・同和教育基礎講座を９月から
４回シリーズで開催します。第１回講座、第２回講座は次のとおりです。

　「結婚差別なんて昔の話」、「もう差別なんてない」と言う人もいます。しかし、平成28年12月に施行された「部
落差別の解消の推進に関する法律」では、「現在もなお、部落差別が存在するとともに、情報化の進展に伴って部
落差別に関する状況の変化が生じている」と述べられています。講演では、現在の結婚差別と人権課題について、
差別は無くなったのか？という現状をお話しいただきます。
【第2回講座】
　◆ と　き / １０月１３日（土）９：３０～１１：３０
　◆ ところ / 出雲市役所 くにびき大ホール
　◆ 講　師 / 金　貴粉さん（国立ハンセン病資料館主任学芸員）
　◆ 演　題 / 「ハンセン病を知っていますか？」

きん き ぶん

　ハンセン病について聞いたことはありますか？日本ではハンセン病患者・回復
者への隔離政策が１９９６年まで続き、深刻な人権侵害を及ぼすことになりまし
た。講演では、ハンセン病とは何か、日本のハンセン病の歴史、さらに入所者の
今について分かりやすくお話しいただきます。

し
、そ
の
取
組
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。次

に
、そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
の
基
本
的
方
向
と
取

組
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
課
題
以
外
の
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
課
題
に
対
し
て
も
、
正
し
い
理

解
・
認
識
と
、
問
題
解
決
に
向
け
て
の
積

極
的
な
態
度
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

啓
発
活
動
に
努
め
ま
す
。

同
和
問
題

　
こ
れ
ま
で
の
同
和
教
育
や
啓
発
の
中
で

積
み
上
げ
て
き
た
取
組
の
成
果
と
、こ
れ

ま
で
の
手
法
の
評
価
や
研
究
を
踏
ま
え
、

な
お一層
、効
果
的
な
教
育・啓
発
や
同
和

地
区
住
民
の
教
育
・
就
労
対
策
等
を
推

進
し
ま
す
。

①
差
別
意
識
解
消
に
向
け
た
教
育
・

啓
発
の
推
進

②
教
育
・
就
労
対
策
の
取
組

③
隣
保
館
事
業
の
推
進

女
　性

　
男
女
が
お
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重

し
、責
任
を
分
か
ち
合
い
、性
別
に
関
わ

り
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
十

分
に
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会

を
実
現
し
ま
す
。

①
男
女
共
同
参
画
社
会
へ
の
意
識
づ
く
り

②
男
性
も
女
性
も
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り

③
男
女
間
の
暴
力
根
絶
と
生
涯
を
通

じ
た
心
身
の
健
康
づ
く
り

④
推
進
体
制
の
整
備

子
ど
も

　
関
係
機
関
・
団
体
は
も
と
よ
り
、
家

庭
、
学
校
、
施
設
な
ど
が
互
い
に
連

携
・
協
力
し
、
市
民
が
一
体
と
な
っ
て

子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
環
境
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

①「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」な
ど

の
理
解
促
進

②
乳
幼
児
や
児
童
へ
の
虐
待
防
止
の
取
組

③
相
談
支
援
体
制
の
充
実

④
い
じ
め
問
題
、
不
登
校
へ
の
取
組

高
齢
者

　
高
齢
者
の
心
身
状
況・生
活
環
境
の
多

様
化
に
対
応
す
る
た
め
、「
高
齢
者
が
、ど

の
よ
う
な
生
活
環
境
に
あ
っ
て
も
、周
囲
の

人
々
と
の
関
係
を
保
ち
な
が
ら
家
庭
や
地

域
で
自
立
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
こ
と
」を

目
標
と
し
、そ
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
福
祉
教
育
、
啓
発
活
動
の
推
進

②
就
労
・
生
き
が
い
対
策
の
推
進

③
認
知
症
に
対
す
る
取
組

④
成
年
後
見
制
度

⑤
高
齢
者
虐
待
へ
の
対
応

⑥
相
談
支
援
体
制
の
充
実

障
が
い
者

　
障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
た

め
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
と
、
障
が
い

を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
の
教
育
や
啓

発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

①
障
が
い
者
の
地
域
生
活
を
支
え
る

た
め
の
支
援
体
制
の
充
実
強
化

②
障
が
い
者
の
権
利
擁
護

③
就
労
機
会
の
拡
大

④「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン（※

）」の
理

念
の
普
及
啓
発

⑤
福
祉
教
育・特
別
支
援
教
育
の
推
進

外
国
人

　
在
住
外
国
人
の
増
加
に
伴
い
、
他
国

の
人
や
文
化
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
「
互
い
の
国
籍
や
民

族
・
文
化
の
違
い
を
尊
重
し
、
共
に
暮

ら
す
多
文
化
共
生
の
ま
ち
」
の
実
現
を

め
ざ
し
ま
す
。

①
差
別
意
識
解
消
の
た
め
の
教
育
・

啓
発
の
推
進

②
在
住
外
国
人
と
共
に
生
き
る「
多
文

化
共
生
」の
地
域
社
会
づ
く
り
の
推
進

③
外
国
人
の
た
め
の
相
談
体
制
の
充
実

患
者
及
び
感
染
者
等

　
ど
ん
な
病
気
で
あ
っ
て
も
患
者
と
い

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
は
差
別
さ
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
病
気
に
対
す
る
正
し

い
知
識
の
普
及
を
推
進
し
、
患
者
の
人

権
に
配
慮
し
た
医
療
が
行
わ
れ
る
よ
う

啓
発
に
努
め
ま
す
。

①
正
し
い
知
識
の
普
及

②
患
者
一
人
ひ
と
り
を
尊
重
し
た
医

療
の
実
現

四
、
推
進
体
制

　
市
役
所
担
当
課
で
構
成
す
る
庁
内
連
絡

会
や
同
和
問
題
職
場
研
修
推
進
員
を
中

心
と
し
た
推
進
体
制
を
整
備
し
、市
政
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
人
権
教
育
・
啓
発
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、出
雲
市
同
和
教
育・啓

発
推
進
会
議
を
は
じ
め
学
校
、Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
推
進
組
織
と
の
連
携・協
力
の

も
と
、基
本
方
針
を
総
合
的・効
果
的
に
推

進
し
、地
域
に
お
い
て
は
、中
核
的
な
推
進

役
と
な
る
指
導
者
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

（※

）【
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
】

　障
が
い
者
を
特
別
視
す
る
の
で
は
な
く
、
一
般
社
会

の
中
で
普
通
の
生
活
が
送
れ
る
よ
う
な
条
件
を
整
え
、

共
に
生
き
る
社
会
を
実
現
す
べ
き
と
い
う
考
え
方
。
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る
場
に
お
い
て
人
権
教
育・啓
発
を
普
及・浸

透
さ
せ
る
よ
う
、き
め
細
か
い
取
組
を
推
進

し
ま
す
。

二
、
あ
ら
ゆ
る
場
を
通
じ
た
人
権
教
育
・

　啓
発
の
推
進

　
学
校
や
家
庭
、職
場
、地
域
な
ど
、あ
ら
ゆ

る
場
を
通
じ
て
人
権
教
育・啓
発
を
行
い
、

年
齢
や
場
面
に
応
じ
た
教
育・啓
発
を
す
す

「
共
生
の
心
」
の
醸
成

　
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
違
い
を
尊
重

し
、
共
に
支
え
合
う
「
共
生
の
心
」
の

醸
成
に
努
め
ま
す
。

「
人
権
と
い
う
普
遍
的
な
文
化
」の
創
造

　
人
権
が
人
々
の
思
考
や
行
動
の
基
準

と
し
て
日
常
生
活
に
根
づ
き
、
次
の
世

代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
「
人
権
と
い
う
普
遍
的
な
文

化
」
の
創
造
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
本
市
が
取
り
組
む
べ
き
人
権
教
育
・
啓

発
の
基
本
的
な
方
向
を
定
め
、
そ
の
施
策

を
推
進
す
る
た
め
の
行
動
計
画
と
し
て
策

定
し
た
の
が「
出
雲
市
人
権
施
策
推
進
基

本
方
針
」で
す
。
基
本
方
針
は
、
市
で
実

施
す
る
諸
施
策
に
お
け
る
人
権
教
育
・
啓

発
分
野
に
係
る
基
本
的
な
指
針
と
な
る
も

の
で
す
。

　
市
で
は
、「
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
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づ
き
、
平

成
２０
年
３
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に
基
本
方
針
を
策
定
、
平
成

２５
年
３
月
の
第
一
次
改
定
を
経
て
、
本
年

３
月
に
第
二
次
改
定
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
基
本
方
針
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

一
、
基
本
理
念

　
次
の
理
念
を
掲
げ
、こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
同
和
教
育
の
成
果
を
生
か
し
な
が

ら
、学
校
や
家
庭
、職
場
、地
域
な
ど
あ
ら
ゆ

出
雲
市
人
権
施
策
推
進
基
本
方
針
に
つ
い
て

「
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
差
別
や
偏
見
の
な
い

　
　
　明
る
く
住
み
よ
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
」
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め
、市
民
全
体
の
人
権
意
識
を
高
め
ま
す
。

学
校
等

　
一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
る
教
育

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
「
自
分
の
大

切
さ
と
共
に
他
の
人
の
大
切
さ
を
認
め

る
」
こ
と
の
で
き
る
幼
児
・
児
童
・
生

徒
を
育
成
し
ま
す
。

地
域
社
会

　
学
校
や
家
庭
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
に
い
た
る
幅
広

い
層
を
対
象
に
、
人
権
問
題
に
関
す
る

生
涯
を
通
じ
た
学
習
機
会
の
充
実
と
啓

発
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

家
　庭

　
家
族
が
人
権
問
題
を
正
し
く
理
解
し

て
子
ど
も
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
家
庭
の
教
育
力
向
上
の
支
援
に
努

め
ま
す
。

企
業
等

　
企
業
等
に
お
け
る
人
権
尊
重
に
関
す

る
自
主
的
な
取
組
を
促
進
す
る
た
め
、

関
係
機
関
と
連
携
し
啓
発
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

市
職
員
・
教
職
員
等

　
人
権
に
関
す
る
責
任
の
重
大
性
を
認

識
し
、
自
覚
と
使
命
感
を
も
っ
て
職
務

に
あ
た
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
い
て

も
推
進
者
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
、

人
権
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

三
、
重
要
課
題
へ
の
対
応

　
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
の
中
で
も
重
要

課
題
と
し
て
、同
和
問
題
、女
性
、子
ど
も
、

高
齢
者
、障
が
い
者
、外
国
人
、患
者
及
び

感
染
者
等
へ
の
施
策
の
基
本
的
方
向
を
示

　同和問題をはじめとするあらゆる人権問題の解決に向けて、人権・同和教育基礎講座を９月から
４回シリーズで開催します。第１回講座、第２回講座は次のとおりです。

　「結婚差別なんて昔の話」、「もう差別なんてない」と言う人もいます。しかし、平成28年12月に施行された「部
落差別の解消の推進に関する法律」では、「現在もなお、部落差別が存在するとともに、情報化の進展に伴って部
落差別に関する状況の変化が生じている」と述べられています。講演では、現在の結婚差別と人権課題について、
差別は無くなったのか？という現状をお話しいただきます。
【第2回講座】
　◆ と　き / １０月１３日（土）９：３０～１１：３０
　◆ ところ / 出雲市役所 くにびき大ホール
　◆ 講　師 / 金　貴粉さん（国立ハンセン病資料館主任学芸員）
　◆ 演　題 / 「ハンセン病を知っていますか？」

きん き ぶん

　ハンセン病について聞いたことはありますか？日本ではハンセン病患者・回復
者への隔離政策が１９９６年まで続き、深刻な人権侵害を及ぼすことになりまし
た。講演では、ハンセン病とは何か、日本のハンセン病の歴史、さらに入所者の
今について分かりやすくお話しいただきます。

し
、そ
の
取
組
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。次

に
、そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
の
基
本
的
方
向
と
取

組
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
課
題
以
外
の
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
課
題
に
対
し
て
も
、
正
し
い
理

解
・
認
識
と
、
問
題
解
決
に
向
け
て
の
積

極
的
な
態
度
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

啓
発
活
動
に
努
め
ま
す
。

同
和
問
題

　
こ
れ
ま
で
の
同
和
教
育
や
啓
発
の
中
で

積
み
上
げ
て
き
た
取
組
の
成
果
と
、こ
れ

ま
で
の
手
法
の
評
価
や
研
究
を
踏
ま
え
、

な
お一層
、効
果
的
な
教
育・啓
発
や
同
和

地
区
住
民
の
教
育
・
就
労
対
策
等
を
推

進
し
ま
す
。

①
差
別
意
識
解
消
に
向
け
た
教
育
・

啓
発
の
推
進

②
教
育
・
就
労
対
策
の
取
組

③
隣
保
館
事
業
の
推
進

女
　性

　
男
女
が
お
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重

し
、責
任
を
分
か
ち
合
い
、性
別
に
関
わ

り
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
十

分
に
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会

を
実
現
し
ま
す
。

①
男
女
共
同
参
画
社
会
へ
の
意
識
づ
く
り

②
男
性
も
女
性
も
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り

③
男
女
間
の
暴
力
根
絶
と
生
涯
を
通

じ
た
心
身
の
健
康
づ
く
り

④
推
進
体
制
の
整
備

子
ど
も

　
関
係
機
関
・
団
体
は
も
と
よ
り
、
家

庭
、
学
校
、
施
設
な
ど
が
互
い
に
連

携
・
協
力
し
、
市
民
が
一
体
と
な
っ
て

子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
環
境
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

①「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」な
ど

の
理
解
促
進

②
乳
幼
児
や
児
童
へ
の
虐
待
防
止
の
取
組

③
相
談
支
援
体
制
の
充
実

④
い
じ
め
問
題
、
不
登
校
へ
の
取
組

高
齢
者

　
高
齢
者
の
心
身
状
況・生
活
環
境
の
多

様
化
に
対
応
す
る
た
め
、「
高
齢
者
が
、ど

の
よ
う
な
生
活
環
境
に
あ
っ
て
も
、周
囲
の

人
々
と
の
関
係
を
保
ち
な
が
ら
家
庭
や
地

域
で
自
立
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
こ
と
」を

目
標
と
し
、そ
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
福
祉
教
育
、
啓
発
活
動
の
推
進

②
就
労
・
生
き
が
い
対
策
の
推
進

③
認
知
症
に
対
す
る
取
組

④
成
年
後
見
制
度

⑤
高
齢
者
虐
待
へ
の
対
応

⑥
相
談
支
援
体
制
の
充
実

障
が
い
者

　
障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
た

め
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
と
、
障
が
い

を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
の
教
育
や
啓

発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

①
障
が
い
者
の
地
域
生
活
を
支
え
る

た
め
の
支
援
体
制
の
充
実
強
化

②
障
が
い
者
の
権
利
擁
護

③
就
労
機
会
の
拡
大

④「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン（※

）」の
理

念
の
普
及
啓
発

⑤
福
祉
教
育・特
別
支
援
教
育
の
推
進

外
国
人

　
在
住
外
国
人
の
増
加
に
伴
い
、
他
国

の
人
や
文
化
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
「
互
い
の
国
籍
や
民

族
・
文
化
の
違
い
を
尊
重
し
、
共
に
暮

ら
す
多
文
化
共
生
の
ま
ち
」
の
実
現
を

め
ざ
し
ま
す
。

①
差
別
意
識
解
消
の
た
め
の
教
育
・

啓
発
の
推
進

②
在
住
外
国
人
と
共
に
生
き
る「
多
文

化
共
生
」の
地
域
社
会
づ
く
り
の
推
進

③
外
国
人
の
た
め
の
相
談
体
制
の
充
実

患
者
及
び
感
染
者
等

　
ど
ん
な
病
気
で
あ
っ
て
も
患
者
と
い

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
は
差
別
さ
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
病
気
に
対
す
る
正
し

い
知
識
の
普
及
を
推
進
し
、
患
者
の
人

権
に
配
慮
し
た
医
療
が
行
わ
れ
る
よ
う

啓
発
に
努
め
ま
す
。

①
正
し
い
知
識
の
普
及

②
患
者
一
人
ひ
と
り
を
尊
重
し
た
医

療
の
実
現

四
、
推
進
体
制

　
市
役
所
担
当
課
で
構
成
す
る
庁
内
連
絡

会
や
同
和
問
題
職
場
研
修
推
進
員
を
中

心
と
し
た
推
進
体
制
を
整
備
し
、市
政
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
人
権
教
育
・
啓
発
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、出
雲
市
同
和
教
育・啓

発
推
進
会
議
を
は
じ
め
学
校
、Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
推
進
組
織
と
の
連
携・協
力
の

も
と
、基
本
方
針
を
総
合
的・効
果
的
に
推

進
し
、地
域
に
お
い
て
は
、中
核
的
な
推
進

役
と
な
る
指
導
者
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

（※

）【
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
】

　障
が
い
者
を
特
別
視
す
る
の
で
は
な
く
、
一
般
社
会

の
中
で
普
通
の
生
活
が
送
れ
る
よ
う
な
条
件
を
整
え
、

共
に
生
き
る
社
会
を
実
現
す
べ
き
と
い
う
考
え
方
。


